
2028ロサンゼルスオリンピック日本代表　選手選考フローチャート
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3 特別選手の設定

〇 2026年世界選手権大会選考大会の結果(JWA1)

〇 国際大会（

〇 国内大会

(1)

(2)

予選大会の出場階級を変更する場合 (3)

(4)

(5)

※

〇 特別選手は出場権利を有する.

国民スポーツ大会前までに所定の用紙で日本協会事務局

及び選手強化本部長に申告する.

2026年国民スポーツ大会

世界選手権大会終了後,2026年全日本選手権大

会までの選考5大会の結果と世界選手権大会の

結果を含めて,全階級通じて,男女それぞれ最大

上位3名を特別選手とする.

特別選手は,世界選手権大会結果により13位（1

国1名ランキング）以内の選手とする.

特別選手は,第1ピリオドの出場試合を原則3試合

選べる.（ロサンゼルスオリンピックの国別最大

出場枠3名を目指すため）原則1階級1名だが,同

一階級に8位以内が2名いる場合は2名それぞれ

認定する.ただし,特別選手の認定は第1ピリオド

までとする.

2026年全日本社会人大会

2026年全日本女子選抜大会 (2026年世界選手権大会・オリンピック予選大会①）

2026年全日本大学対抗戦 (オリンピック予選大会に出場していない選手)

2027年全日本学生選抜大会

※

世界選手権大会の結果を踏まえ,オリンピックレースにおいて階級

変更が有利と判断される場合には,予選2試合目から出場階級を上

位階級へ変更することができるが選手強化委員会で審議し,承認す

る.特別選手はピリオド1内で階級を変更しても,再び認定された階

級に戻った場合は特別選手のままである.階級を下げる場合は,そ

の階級での実績が必要となる.

2026年国民スポーツ大会

2026年全日本社会人大会

2026年全日本女子選抜大会

2026年全日本大学対抗戦

？ KAZ USA

THA

国内選考資料の基準値を超す者か

ら順に選考し,8名に満たない場合は

基準値-7kgに入る選手まで選考.

「JWA３」特別選手

世界選手権に出場できなかった

「JWA１・2」の選手 《 オリンピック予選大会②及びアジア選手権大会の選考方法 》 オリンピック予選大会③以降の選考方法は,2026年世界選手権

大会・オリンピック予選大会②終了後から審議する.
下記項目から選考するとともに,オリンピック予選大会

①終了時点の世界ランキングにおいて20位(1国1名)まで

に入る選手を男女それぞれ最大8名選考する.

国内大会５大会

男女各8名枠(2027年9月大会まで) 《 選考方法 》 QAT UZB PER
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【基本方針】
2028年ロサンゼルスオリンピック大会でのメダルの獲得と上位入賞を最大の目標とする.

目標達成に向けて特別選手を設定し,選手の負担軽減措置を講じて本大会への万全な体制に資する.

《 IWF 》 ピリオド１(第１期)

5月 6月 7月 8月 9月

2026.04.15

ピリオド２(第２期)

参加ルール公表済み 2026 2027 2028

2027年全日本学生選抜大会

2025年世界選手権大会

2025年全日本社会人大会

2025年全日本女子選抜大会

2025年全日本大学対抗戦

2026年全日本選手権大会

オリンピック階級は2名までとする.

オリンピック非階級は1名までとする.
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